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価値ある書籍も利⽤されなければただのゴミ？ 専⾨的すぎる書籍は特にゴミ？？ 
 
個⼈図書でも冊数が増えてくるとどうにも仕様がなくなる。家族からは何とかしてと⾔わ
れる。本の増加とともに住むところがなくなっていくのだから仕⽅がない。私もかなりの冊
数を「⾃炊」して PDF ファイルとしたが、それでもまだ追い付いていない。どこかの段階
で、必要なものと緊急性のないものに仕分けして処分することになるのだろう。 
 
と⾔っても個⼈の持っている書籍数などは知れている。数えたわけではないが、せいぜい５
千冊までだろう。それに対して、このニュースの図書は 25 万冊と⼤変である。専⾨性が⾼
い図書はその単価が⾼く希少性も⾼いが、それとは正反対に読者が限られる。この図書館で
⻑年司書として働いてきた中⻄真也さんの⾔うとおり、これらの図書には価値がある。 
 
好ましくは、すべて PDF 化し⼀般公開することである。それには労⼒と費⽤が掛かる。ま
た、それを有効利⽤してくれるかどうかも未知数である。 
 
⻑年にわたり、Google が世界の全ての書籍を PDF 化する計画をたて、精⼒的にそれを推し
進めてきた。その成果は GoogleBooks に反映されている。Google は⽇本の企業ではないが、
こちらにお願いして PDF 化してもらい、⼀般公開するのも⼀つの⼿ではないだろうか。図
書、特に希少性の⾼い図書は世界の共有財産である。 
 
GoogleBooks  https://books.google.co.jp/ 

書籍の全⽂が登録された世界最⼤級の包括的なインデックスを検索できます。 
 
神⼾新聞 NEXT 2020/1/22 
⼤学寄贈の専⾨書どうする… ２５万冊眠ったまま 
 使い道はありませんか−。兵庫県尼崎市が昨秋にオープンさせた市⽴施設「アマブラリ」
（同市若王寺２）で書籍類約２５万冊が眠ったままになっている。２０１５年に廃⽌された
旧聖トマス⼤学から、⼟地と建物ごと同市が無償で譲り受けた旧⼤学図書館の蔵書だが、⼀
般への貸し出しに向かない専⾨書が多い上に、蔵書管理には多額の市税と要員を投じる必
要がある。保管する市⽴中央図書館は「お⼿上げ」の状態だ。（⼤盛周平） 
 書庫には、⽇本の学術書や宗教書、海外⽂学の原書が収められ、中には３００年以上前の
洋書もある。同⼤図書館の司書だった同市⽴中央図書館臨時職員、中⻄真也さん（６５）は
「哲学や宗教学の本が体系的にそろっているのが特徴。ここの本があれば論⽂が書けます」



と説明する。 
 管理を委ねられた市⽴中央図書館の担当者は、その中から⼀般に貸し出せそうな約２４
００冊を選び出し、市内２カ所の図書館で再利⽤。⼩中学校にも約３１００冊を配布した。
古くなった４５００冊余りは処分したが、２５万冊近い書籍は⼿付かずのまま残った。 
■⽣かされる⽅法考えて／笹倉剛・神⼾親和⼥⼦⼤⽂学部教授（図書館学）の話 
 蔵書は ⼀ 冊
⼀冊が財産で、
特に古い ⽂ 学
系書籍は 価 値
のある場 合 が
ある。知的財産
をどう取 り 扱
うのか、市が詰
めておか な け
ればいけ な か
った。ただ⼤学
も含め、どの図
書館も書 庫 が
いっぱいで、本
の引き取 り ⼿
を探すの は 難
しい。湿度を保
つなど管 理 も
⼤変だ。責任の
所在を明 ら か
にし、有識者を
集めるな ど し
て本が⽣ か さ
れる⽅法 を 考
える必要 が あ
る。 
 
 
 
 


